




































































































釈尊が自らの結界法 1~6 とともに、呪文 No.17~22
の六呪文とその威徳力を説く（§8~13）。すると、釈
尊に帰依を表明する魔醯首羅天より地神以下の諸天
が、呪文 No.23~38 にもとづく結界法 7~22 を説く
（§14~29）。次いで、再び釈尊が新たに呪文 No.39
の結界法 23 を説く（§30）。それに呼応して、集会
せる諸天が呪文 No.40 の結界法 24 を説く（§31）。
引き続き、摩醯首羅天が呪文 No.41 にもとづく結界
法 25 を説くと（§32）、再び、釈尊が新たに呪文







































































































































































































































































































































































































































































































ĀNS : Āṭānāṭiya-suttanta （PTS No.32, pp.194- 206, 南
伝 vol.8, pp.259-282）







































































８）『 阿 吒 曩 胝 経 』「Indo Somo Varuṇo ca Bhāradvājo 
Pajāpati ...」ĀNS, p.204, l.23-24. 僧伽婆羅訳『孔雀
経』「因陀羅梁言帝釋 蘇摩梁言月 婆樓那梁言龍 羅闍波底梁
言主世 頗羅墮蛇是姓 ...」大正 vol.19, 452b26-27. 対応
梵本「tadyathā, Indraḥ Somaḥ Sūryo Varuṇaḥ Prajāpatiḥ 





























正 vol.16, 435a18 -b5）などがある。
28）この魔王とは、§16 に登場する第六魔王波旬パー
ピーヤス（Pāpīyas）のことである。またこの魔
王は、§6-2 の焼香供養（呪文 No.3）と、§16
の結界法 9（呪文 No.25）にも登場する。
29）註 13）に典拠を指摘したとおり、曇無讖訳『金
光明経』には、上述した〈ⅱ画像〉と〈ⅲ作壇〉
の次第を除く同様の密教的形態をもつ儀礼が見ら
れる（大正 vol.16, 345b2-28）。同経に説示され
る儀礼は、功徳天（Śrī-mahādevī 吉祥天）を本尊
とする増益目的の成就法と位置づけることができ
る。本経の毘首羯摩天と本尊が異なるものの、同
様の儀礼体系を有していることは注意すべきであ
る。というのも、本経の成立時代が五世紀前半の
時代であるのに対し、初訳『金光明経』の成立は、
漢訳年代からして四世紀後半まで遡ることができ
るので、本経より以前に画像やマンダラを欠きな
がらも同様の儀礼がなされていたということにな
る。それゆえ本経の成就法は、ヒンドゥー教的な
既存の諸天に対する成就法に、画像やマンダラを
加えながら密教的に展開したのかもしれない。
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